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世 帯 と 人 口( 3. 2. 1)
世 帯246, 301
人 口642, 434 人

男326, 379 人
女316, 055 人

RECYCLE PAPER
- 森 林 資 源 を 大 切 に-

老 後も わが家で …

安心 の お 手 伝い
あ い あ い 公 社

高 齢 者 在 宅 サービスセンター

二

人
暮
ら
し
で
体
も
弱
ま
り
、
食
事
や
入
浴
で

困
。て
い
る
≒
夫
の
介
護
で
疲
れ
き

。て
い
る
」と

い
っ
た
お
と
し
よ
り
や
そ
の
介
護
に
つ
い
て
の
切
実

な
悩
み
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。区
で
は
、
こ
の
よ

う
な
悩
み
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
「
あ
い
あ
い
公
社
」

「
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
の
在
宅

福
祉
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
ま
た
4
月
か
ら
は
、

高
齢
者
世
帯
の
住
宅
に
関
す
る
問
題
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

ご
存
知
で
す
か

あ
い
あ
い
公
社

皆
さ
ん
、
あ
い
あ
い
公
社
を

ご
存
じ
で
す
か
。

あ
い
あ
い
公
社
は
、
地
域
で

の
助
け
合
い
を
も
と
に
、
お
と

し
よ
り
や
体
の
不
自
由
な
方
な

ど
が
、
住
み
な
れ
た
わ
が
家
で

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

な
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
ろ
う
と
、

平
成
2
年
4
月
に
区
の
全
額
出

資
で
設
立
し
た
公
社
で
す
。

現
在
は
、
区
民
の
方
の
「
ご

近
所
同
志
の
助
け
合
い
」
の
心

を
モ
ッ
ト
ー
に
表
1
の
よ
う
な

£
つ
た
か
サ
ー
ビ
ス
″
を
展

閧
し
て
い
ま
す
。

〝
あ
っ
た
か
サ
ー
ビ
ス
〟

4
月
か
ら
区
内
全
域
に

こ
れ
ま
で
、モ
デ
ル
地
区
で

し
か
利
用
す
る
こ
と
の
で
き
な

か
っ
た
。あ
っ
た
か
サ
ー
ビ
ス
″

が

、
4
月
か
ら
は
区
内
全
域
で

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す

。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
お
と
し

よ
り
や

体
の
不
自
由
な
方
な

ど
、
日
常
生
活
に
困
っ
て
い
る

方
の
家
事
や
介
護
を
有
料
・
有

償
で
行
う
も
の
で
す
。

会
員
制
で
、
家
事
や
介
護
の

援
助
を
受
け
る
利
用
会
員
と
手

助
け
を
す
る
協
力
会
員
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

利
用
会
員
が
援
助
を
必
要
と

し
た
と
き
公
社
に
連
絡
し

、
利

用
し
た
後
に
公
社
へ
利
用
料
金

を
支
払
い
ま
す

。

協
力
会
員
は
、
自
分
が
で
き

る
時
に
で
き
る
こ
と
を
援
助

し

、
公
社
を
通
じ
て
謝
礼
を
受

け
取
る
仕
組
み
(
右
上
図
)
に
な

っ
て
い
ま
す

。

利
用
料
金
と
謝
礼
は
同
額
で

す

。
(
表
1
)

あ
な
た
も
利
用
をご

協
力
を
!

今
ま
で
地
域
外
で
利
用
で
き

な
か
っ
た
方

、
少
し
で
も
時
間

の
あ
る
方
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

方
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
地
域
ぐ
る
み
で
助
け
合
う

。あ
っ
た
か
サ
ー
ビ
ス
"

の
輪

へ
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

あ
い
あ
い

公
社(

3
8
8
3
)
6
1
7
2

あ
い
あ
い
公
社

4
月
に
移
転
し
ま
す

4
月
1
日
か
ら
現
在
の
竹
の

塚
セ
ン
タ
ー
内
か
ら
西
新
#
2
j
H
-
4
(

東
武
線
大
師
前
駅

下
車
、
徒
歩
1
0分
)
へ
移
転
し

ま
す
。

お
間
違
い
の
な
い
よ
う
お
気

を
付
け
く
だ
さ
い
。

ご
近
所
同
士
の
助
け
合
い
が
区
内
全
域
に
拡
が
り
ま
す

表1 サー ビ ス利 用料 ・ 謝礼

「あ っ た かサ ービ ス 」の しく み

会員資 格: 利用 会 員は 区内 在 住の 日常 生活 に 支障 のあ るお とし よ
り や体 の 不自由 な 方な ど。 協力 会 員は 区内 在 住の18歳 以 上の 健康
な 方

区内3 番 目 の高 齢 者在 宅 サー ビ スセ ン タ ー
の 入る特 別 養護 老 人ホ ー ム 「さの 」

特

別

講

演
会

「
人
生
助
け
合
い
」

高
齢
化
社
会
の
進
展
に
と

も
な
う
地
域
の
助
け
合
い
に

つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
ま
し

よ
う
。

日
時
3

月
H
日
(
月
)
、午

後
2
時
I
4
時

場
所

竹
の
褫
セ
ン
タ
ー
4
　

階
大
ホ
ー
ル

講
師

牟
田
憔
二
氏
(
俳
優
)

定
員
3
0
0人
(
先
者
順
)

費
用

無
料

問
合
せ
先

あ
い
あ
い
公
社

(
3
8
8
3
)
6
1
7
2

牟 田 悌三 氏( 俳 優)

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

「さ
の

」
7
月
に
開
設
(
予
定
)

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
は
、
ね
た
き
り
や
虚
弱

な
お
と
し
よ
り
が
、
自
宅
で
豊

か
に
充
実
し
た
生
活
が
送
れ
る

よ
う
に
、
デ
イ
ホ
ー
ム
や
機
能

訓
練
な
ど
(
表
2
)
の
専
門
的

な
指
導
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
を
行

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
7
月
に
開
所
を

予
定
し
て
い
る
区
内
3
番
目
の

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
「
さ
の
」で
は
、
区
で
初
め

て
の
痴
呆
性
高
齢
者
デ
イ
ホ

ー
ム
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
在
宅

痴
呆
性
高
齢
者
ケ
ア
事
業
も

実
施
し
ま
す
。

利
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て

は
、
老
人
福
祉
係
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
霓
千
住
)

・
老
人
福
祉
係

　
(
3
　
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

表2

お
得
で
す

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
う
」

い
ま
す
ぐ
入
会
を
!

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
ゆ

う
」
は
、
区
内
在
住
・
在
動

の
皆
さ
ん
の
会
員
制
共
済
シ

ス
テ
ム
と
し
て
、区
の
全
面

的
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
設
立
さ

れ
た
財
団
法
人
で
す
。

各
種
レ
ジ
ャ
゛
Iや
健
康
事

業
な
ど
を
格
安
で
提
供
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ

さ
い
。

加
入
で
き
る
方

▽
区
内
中

小
企
業
(
従
業
員
3
0
0
人
以

下
)
で
働
い
て
い
る
方
、

商
店
・
自
営
業
・
パ
ー
ト

の
方
も
可

▽
区
外
の
中

小
企
業
に
動
め
て
い
る
区

内
在
住
の
方

会
費

入
会
金
3
円
、
月
額

5
0
0
円

「
ゆ
う
」

ス
ペ
シ
ャ
ル
メ
ニ
ュ
ー

(
カ
ッ
コ
内
は
一
般
料
金
)

□
チ
ケ
ッ
卜

▽
映
画
・
率
　

円

♀
6
0
0円
)

▽
豊
島
園

・
後
楽
園
1

日
フ
リ
ー
パ

ス
券
・

円
(
3
千
6
0
0円
)
　

▽
観
劇
(

歌
舞
伎
座
、
帝

国
劇
場
ほ
か
)
:
一
一
般
料

金
の
4
0
8
5
0
%
引
き

※
ほ
か
に
プ
ロ
野
球
・
大
相

撲
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
入

場
券
等
も
格
安
で
す

。

□
宿
泊
施
設

▽
全
国
リ
ソ
　

ー
ト
施
設
(
5
0
力
所
)
…
　

4
千
5
0
0
円
～
8
千
円
(
法
　

人
会
員
券
保
有
)

※
ほ
か
に
全
国
の
東
急
イ

ン

、
い
こ
い
の
村
等
も
割
安

で
利
用
で
き
ま
す

。

□
旅
行

▽
日
帰
り
・
宿
泊
　

ツ
ア
ー
・
・
・
一
般
料
金
の
4
0
　
～

5
0
%引
き

※
今
年
6
月
に
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
旅
5
日
間
を
1
2万
3

千
円
(
1
8万
円
)
で
実
施
し

ま
す
。

□
給
付
事
業

結
婚
・
出
産
　

等
の
各
種
祝
金
、入
院
見
　

舞
金
、弔
慰
金
な
ど
5
千
　

円
～
3
0
万
円
を
支
給

※
こ
の
ほ
か
に
も
、
多
数
メ

ニ
ュ
ー
を
と
り
そ
ろ
え
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
「
ゆ
う
」
に
ご

入
会
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

サ
ー
ビ
　

ス
セ
ン
タ
ー
「ゆ
う
」　
`

一
(
3
8
3
8
)
3
5
8
6

◆ あ だ ち 広 報 は 、 毎 月5 日 、15 日 、25 日 に 発 行 し ま す
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道

路

道 路は みんな の もの
明 るく、きれい に、安 全に

道 路 交 通 環 境 整 備 月 間

3
月
は

「
遍
路
交
通
環
境
塵

備
月
間
」
で
す

。
だ
れ
も
が

、

安
心
し
て
通
れ
る
美
し
い
道
路

に
す
る
た
め
に

、
利
用
者
一
人

ひ
と
り
が
道
略
利
用
の
マ
ナ

ー

や
道
路
の
大
切
さ
、
必
要
畦
を

改
め
て
見
直
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
月

間
で
す

、
皆
さ
ん
の

ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

。

英

し

い

遭

に

み
ん

な
か
気
持
ち
よ
く
通
れ

る
美
し
い
道
に
す
る
た
め
に
道

路
上
で
呎
の
こ

と
は

、
お
や
め

く
だ
さ
い

。

▽
商
品
や
自
励
販
充
機
を
置
い

た
り

、
日
除
け
な
ど
を
突
き

出
し
た
り
す
る
こ
と

▽
駅
付
近
な
ど
で

、
通
行
の

迷

感
と
な
る
よ
う
な
自
転
申
の

置
き
方
を
す
る
こ
と

▽
土
石

、
ゴ
ミ
や
こ
わ
れ
た

自

勣
申
な
ど
を
捨
て
る
こ
と

▽
無
断
で
作
業
を
し
た
り

、
材

料
を
置
い
た
り
す
る
こ
と

▽
番
板
を
置
い

た
り

、は
り
紙

、

は
り
札
を
取
り
つ
け
る
こ
と

通

路

の

占

用

道
路
に
は

、
原
則
と
し
て

物

を
般
置
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ

ん

。た
だ
し

、
次
の
よ
う
な
も
の

は

、

】
定
基
麕
の
も
と
に
般
置

を
認
め
る
こ
と

が
あ
り
ま
す

。

亊
削
に
道
路
管
理
者
と
警
察
署

畏
の
許
可

を
受
け
て
く
だ

さ

い

。

▽
建
物
か
ら
道
路
上
空
へ
突
き

出
す
看
板

▽
一
時
的
な
建
築
工
事
用
の
足

場
や

仮
囲
い

▽
そ
の
ほ
か
遭
略
法
お
よ
び
遭

路
交
通
法
に
規
定
さ
れ
た
物

件す
で
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い

る
も
の
で

、
基
準
に
合
わ
な
い

も
の
は

、
今
す
ぐ
基
串
に
合
う

よ
う
に
改
修
し
て
所
定
の
許
可

を
受
け
る
か

、
撤
去
し
て
く
だ

さ
い

。

・
一
・

一

放

置

畦

車

単
の

放
置
行
為
を
防
止
す
る

た
め
に
便
用
者
に
も
、
次
の

義

務
と
責
任
が
課
せ
ら
れ
ま
す

。

▽
運
転
者
に
放
置
畦
車
廩
反
を

さ
せ
な
い
よ

う
指
導
し

た

り

、
駐
車
婦
所
を
礎
保
す
る

な
ど
必
要
な
措
置
を
と
る
よ

う
義
鵬
づ
け
ら
れ
ま
し
た

▽

放
置

駐
車
違
反
を
命
じ

た

り

、黙
認
す
る
と
処
罰
さ
れ

、

自
励
車
の
使
用
も
禁
じ
ら
れ

ま
す

▽
管
理
し
て
い
る
自
動
申
か
放

置
駐
車

違
反

を
繰
り
返

す

と

、
公
安
委
員
会
か
ら
放
置

駐
申
違
反
を
防
止
す
る
よ
う

指
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た

▽
栢
示
後
も
放
賢
駐
車
違
反
を

繊
り
返
す
と

、
自
助
車
の
便

用
が
禁
じ
ら
れ
ま
す

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

路
政
課

　
(
3
8
8
0
)
5
2
3
1

、
ま
た
は

各
一

祭

耆
交
通
課
・
・・
千
佳

　
(
3
8
7
9
)
0
I
I
O

、
西
新

井

　
(
3
8
5
2
)
0
1
1
0

、
綾
瀬

　　
(
<
Y
>
<
£
>
2
0
)
0
1
1
0

放 皿 駐 車 防 止 は み ん な の 協 力 で

ご
存
じ
で
す
か

細
街
路
整
備

助
成
事
業

区
内
に
は
4

回
米
周
の
狭
い

道
路
か
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

。

区
は

、
こ
れ
ら
の
陜
い
道
路
の

拡
幅
整
爾
を

、
地
峨
の
安
全
で

快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と

と
ら
え

。
区
細
街
路
整
備
助
成

条
例
に
よ
り

、
帽
鰤
4

同
以
上
6
a

以
下
の
範
囲
で

、
拡
輻

、

新
設
が
必
要
な
路
線
(
細
街
略

計
画
図
)
を
指
定
し

、道

路
整
爾

賢
用
等
を
助
成
し
て
い
ま
す

。

・

隅
切
り
瞳
備
奨
励
金

ま
た

、
緬
街
路
指
定
路
線
に

面
し
た
角
東
地
で

、
郡

建
築
安

全
粂
例
第
2
条
に
よ
り
建
築
制

限
を
受
け
る
隅
切
り
郡
分
を
道

路
と
し
て
整
偉
し
て
い

た
だ
い

た
場
合
に

、
道
路
整
備
費
用
等

に

加
え
て

「
隅
切
り
奨
励
金
」

も
助
成
し
て
い
ま
す
(

表
1
)
。

紹
街
賂
肝
回
で
指
定
し
た
略

線
に
沿
っ
て

、
建
築

、
開
発
行

為
を
す
る
耨
合
に
は

、
建
築
確

認
申
騎
の
前
に

、
そ
れ
以
外
の

場
合
は

、
整
備
着
手
前
に
そ
れ

ぞ
れ
助
成
の
申
請
を
し
て

く
だ

さ
い

。

申
請
・
閥

合
せ
先

本
庁
舎

(
千
住
)

・
ま
ち
づ
く
り
課

串
業
第
二
係

細街 路 整 備助 成 事業

表1 奨 励 金の 内 容

年

金

国
民
年
金
が

充
実
し
ま
す

4
月
か
ら
国
民
年
金
が
、
さ

ら
に
充
実
し
ま
す

。

□
国
民
年
金
基
金
が
で
き
ま
す

自
営
業
者
な

ど
の
方
が
ゆ
と

り
あ
る
老
後
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に

、
今
あ
る
基
礎
年

金
の
上
乗
せ
年
金
と
し
て
国
民

年
金
基
金
が
で

き
る
こ

と
に
な

り
ま
し
た

。

基
金
の
種
類
は

、
都
遭
府
県

ご
と
に
設
立
で

き
る
「
地
域
型
」

と
全
国
を
通
じ
て
業
種
ご
と
に

設
立
で
き
る

「
職
能
型
」
の
2

種
類

。

加
入
で
き
る
の
は

、
国
民
年

金
の
第
1
兮
被
保
険
者
(

自
倉

業
者
な
ど
)
の

う
ち

、
保
険
料

納
付
を
免

除
さ
れ
て
い
る
方

や

、
農
業
者
年
金
に
加
入
し
て

い
る
方
以
外
の
方
々
で
す

。

掛
け
金
は

、
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
に
な
る
な
ど
税
制
上

の
優
遇
措
置
も
あ
り
ま
す

。

□
2
0
箴
以
上
の

学
生
も
全
員
加

入
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す

現
在

、2
0度
に
な
っ
て
も
学

生
の
場
合
は

、
希
望
者
だ
け
が

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す

。

し
か
し

。2
0歳
以
上
の
方
が

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い

と

、
万
が
一
皿
害
者
に
な
っ
て

も

、
障
害
基
礎

年
金
か

も
ら
え

ま
せ
ん

。

ま
た

、
老
齢
基
礎
年
金
も

。2
0

度
か
ら
6
0
蔵
ま
で
匐
年
聞
保

険
料
を
岡
め
な
い
と

。
満
額
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

。

そ
こ
で

、4
月
か
ら
は
2
0
蔵

以
上
の
学
生
も

、
国
民
年
金
の

加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た

。

た
だ
し

、
加
入
は
し
て
も
保

険
料
の
納
付
が
困
難
で
あ
る
と

い
う
方
の
場
台
は
「
免
除
」
と

い

う
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で

、

お
気
唖
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

。

問

合
せ
先

中
央
富
町
庁
曾
・

国
民
年
金
課
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

3
月
の

ね
ん
き
ん
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
疑
問
や
心

配

亊
に

、
足
立
社
会
保
険
事
筋

所
の
専
門
官
が
直
接
お
答
え
し

ま

す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い

。

日
時
3

月
6
日
(

水
)
、乍
肋

1
0時
1

午
後
3
時
3
0
分

場
所

中
央
本
町
庁
舎
2

陪
。

国
民
年
金
謀
前

閥
合
せ
先

中
央
冰
町
庁
舎

。

国
民
年
金
戻
推
進
侃

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

年
金
積
立
金
の

還
元
融
資

国
民
年
金
の

保
険
科
は

、
年

金
支
払
い
の
た
め
の
財
源
と
し

て

積
み
立
て
ら

れ
る
ほ
か

、
地

方
公
共
団
体
に
長
期
低
利
で
融

資
さ
れ
、
福
祉
施
般
の
建
設
に

役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す

。

こ
れ
を

「
年
金
積
立
金
還
元

融
資
」
と
い
い
ま
す

。

こ
の
よ
う
な
融
資
を
受
け
て

建
設
さ
れ
た
施
設
は

、
す
で
に

区
内
に
2
5
ヵ
所
(
4
0施
股
以
上
)

あ
り
ま
す

。
平
成
2
年
度
は
新

た
に
表
2
の
施
設
に
融
資
が
決

定
し
ま
し
た

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国民
年
金
諏
推
進佩

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

表2 年金堵立金還元融賢の施設

生
活
環
境

水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た

次
の
地
域
の
水
洗
化
か
可

能

に
な
り
ま
し
た

。
こ
の
地
域
に

お
住
ま
い
の
方
は

、3
年
以
内

に
水
洗
化
工
事
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

水
洗
可

能
地
奴
お
よ
び
供
用
闘

始
年
月
日

麦
3
の
と
お
り

問
合
せ
先

都
・
下
水
道
局
小

菅
分
室(

3
6
0
2
)
8
8
2
2
　

な
お
、
水
洗
化
工
事
賢
の
融

賢
あ

う
せ

ん
制
度
か
あ
り
ま

す

。
工
事
前
に
申
請
し

、
ご
利

用
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

中
央
太
町
庁
舎
・

計
画
調
整
驟
助
成
係

(
3
8
8
0
)
5
2
0
8

表3 水測 匕か可 能になった地域

募

集

収
入
基
準
ア

ッ
プ

勤
労
青
少
年

寮
の
入
寮
者

3
月
1
日
か
ら

、
収
入
基
嗜

の
上
限
か

、
月
収
1
5万

円
か
ら
2
0

万
円
に
ア
ッ
プ
し
ま
し
た

。

婦
所

勤
労
青
少
年
寮
(
千
住

枝
木
2
I

巧
-
1
-
1
0
1
)

対
象

都
内
中
小
企
業
に
励
務

す
る
1
5
歳
以
上
2
8
戚
禾
満
の

単
身
男
性

。
平
均
月
収
が
2
0
　

万
円
以
下
の
方

交
通

北
千
住
駅
か
ら

都
営
・

東
武
バ
ス
・
千
住
植
木
下
車

徒
歩
2

分

施
設
内
容

居
f
i
n
(個
蚕
1
1
・

7
ざ

、集
会
室
・
図
s
室
・

談
話
靈

、
浴
窒

※
自
炊
は
で
き
ま
せ
ん

。

使
用
料

月
額
5

千
咲
円
(

電

気
・
ガ
ス
・
水
道
料
は
別
)

問
合
せ
先

中
央
京
町
庁
舎
・

区
民
生
活
係

(
3
8
8
0
)
5
1
7
1

勤労 青少 年寮 入口

保
健
所

臨
時
職
員

期
間

採
用
日
～
3
月
2
9
日

助
務
地

千
住
傘
健
所
(

千

住
仲
町
2
4
1
2
)

時
給

裔
円
(
検
体
整
理
)
、

a
円
(
一
般
事
務
)

申
込
先

千
庄
保
健
所
業
務

佩
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

足
立
ジ
ュ
ニ
ア

吹
奏
楽
団

新
入
団
生

足
立
ジ
ュ
ニ
ア
吹
奏
楽
団

に
入
っ
て

、
い
ろ
い
ろ
な
楽

器
が
っ

く
り
出
す
多
彩
な
音

色
を
奏
で
て
み
ま
せ
ん
か

。

応
募
資
格

区
内
小
学
校
3
　

年
生

※
練
晋
等
は

、4

年
生
に
な

っ
て
か
ら

始
ま
り
ま
す

。

募
集
人
a

杓
3
0人

団
員
の
決
定
力
法

面
接

申
込
方
法

各
小
学
校
の
音

桑
担
当
教
諭
に
配
布
し
た

申
込
一

で

、
担
当
教
諭
ま

た
は
又
化

振
興
係
へ

申
込
期
限
3

月
2
0日

間

合
せ
先

本
庁
合
(
千
住
)

・
文
化
振
興
係

日
光
自
然
教
室

引
率
補
助
員

区
内
小
学
校
6
年
生
を
対

象
に
2

泊
3
日
の
日
租
で
行

う
日
光
自
然
教
室
の
引
率
者

を
募
集
し
て
い
ま
す

。
ぜ
ひ

ご
応
募
く
だ
さ
い

。
な
お

、

何
回
で
も
引
率
で
き
ま
す

。

麦
格
条
件

教
貝
免
肝
取
得

者
で
年
齢
匐
蔵
位
ま
で
の

方
職
務
内
容

日
光
自
然
教
室

の
引
串
補
助

期
間
5
月
8
日
1
7
月
1
7
　

日
と
9
月
4
日
～
1
0
月
2
5
　

日
で
都
合
の
良
い
日

勤
務
時
間

各
小
学
校
出
発

時
か
ら
帰
校
時
ま
で
の
2
　

泊
3
日

謝
礼
金

―
回
の
引
家
に
つ

き
3
万
6

千
円

申
込
期
限
3

月
1
9日

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

(
千
住
)
・
校
外
学
園
係

福

祉

ひ
と
り
親
家
庭
で

困
っ
た
と
き
家
政

婦
さ
ん
を
派
遣

ひ
と
り

観
家
庭
の
お
母

さ

ん

、
お
父
さ
ん

、
あ
る
い
は
お

子

さ
ん

が
鰐
気
や
ヶ
が
な
ど

で

、
一
時
的
に
家
事
や
育
児
が

で
き
な
く
な
っ
た
時
に

、
手
伝

い
を
す
る
家
政
婦
さ
ん
を
派
遣

し
ま
す

。

対
象

児
童
育
硬
手
当
の
受
給

資
格
が
あ
り

。
中
学
生
以
下

の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
家

政
派
濯
回
数

―
度
の
申
纃
に
つ

き
5
回
以
内
(
年
間
2
0回
ま

で
)

派
姐
時
間
午
恥
7
時
～
午
後
　

7
時
の
問
で

、8

時
間
ま
た

は
4

時
間
を
I

回
と
し
ま
す

申
込
方
法

昃
祠
を
証
明
で
き

る
も
の
(
診
桑
券
な
ど
)
と

印
か
ん
を
持
参

※
緊
急
の
場
合

、
代
理
人
ま
た

は
電
括
で
も
受
け
付
け
ま
す

。

申
込
・
間

合
せ

先

冰

庁
舎

♀

庄
)
・
児
童
助
成
佩

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
へ

国
民
宿
舎
を
無
料

で
利
用
で
き
ま
す

母
子
・
父
子
歌
雇
の

方
に

、

ひ
と
り
観
家
庭
休
養
ホ

ー
ム
事

業
を
吁

っ
て
い
ま
す
。

宿
泊
場
所

熱
酪

、伊
豆
熟
川

。

大
鳥
な
ど
1
0
力
所

枷
泊
料

無
料
(
た
だ
し

、
入

易
税
な
ど
は
自
己
負
但
)

※
年
度
内
2

泊
ま
で

。

申
込
方
法

各
施
設
ヘ
ー
話
予

約

利

用
雰
の

交
付
手
続

予
杓

後
、
各
福
祉
事
務
所
ま
た
は

児
童
助
虞
係
で
利
用

券
を
交

付
し
ま
す
。
ひ
と
り

観
家
庭

が
陬
認
で
き
る
も
の

を
痔
参

(
母
子
年
金

、
児
童
扶
養
手

当
証
一

、
育
泯
手
当

支
払
通

知
一

な
ど
)

申
込
・
問
合
せ
先

各
福
祉
事

筋
所
家
た
は
本
庁
舎
(
千
庄
)
　

・
児
童
助
成
區

障
害
者
就
職

相

談

会

障
害
者
の
方
を
対
象
に

、
事

菓
主
の

方
々
と
の
面

接
方
式

で

、覗
戰
相
鮫
会
を
仔
い
ま
す

。
日

時
3

月
1
2日
(
火
)
、午
俊

1
時
3
0分
1
4

時
(

午
後
1
2
　

時
3
0分
受
付
)

場
所

勤
労
福
祉
会
館
第
1
ホ

ー
ル
(
峻
潮
プ
ル
ミ
エ
内
)

持
参
す
る
も
の

身
体
障
害
者

手
帳
ま
た
は
愛
の
手

帳
、
履

匣
書

問

合
せ
先
(

ロ
ー
ワ

ー
ク
足

立
(
足
立
公
共
職
業
安
定
所
)

・
皿

害
者
コ

ー
ナ

ー

　

(
3
8
8
2
)
1
2
8
7

、

ま
た
は
富
斤
舎
(
千
住
)
・
障

害
福
祉
課

喜
寿
・
傘
寿
・
米
寿

マ
ッ
サ
ー
ジ
券

有
効
期
限
は

3
月
1
5
日

平
虞
元
年
9
月
1
7日
～
平
虞
2

年
9
月
1
6日
ま
で
に
搆
7
7
・
8
0

・
8
8
歳
に
な
ら
れ
た

方
に
お

配
り
し
た
マ
ッ
サ
ー
ジ
券
の
有

劭
期
限
は
3
月
1
5日
で
す
。
同

封
の
利
用
脱
明
S

を
お
読
み
の

う
え
、
早
目
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。な

お
、
出
張
料
を
負
担
す
れ

ば
、
自
宅
で
施
術
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

問
合
せ
先

社
会
福
祉
協
鏃
僉

(
r
o
8
>
8
8
T
5
5
0

使
わ
な
い
車
椅
子

の
寄
贈
の
お
願
い

北
部
福
祉
事
務
所
で
は
、
区

民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
贈
の
あ
う

た
車
椅
子
を
通
院
等
で
必
要
な

方
に
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。
便

わ
な
く
な
っ
た
申
椅
子

が
あ
り

ま
し
た
ら
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
の
で

、
ご
寄
贈
く
だ
さ

い

。ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ぱ
。
受

け
取
り
に
同
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

北

部
侶
祉

事
務
所
庶
務
係

(
3
8
8
3
)
6
8
0
0
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健

康

<
試
験
所
メ
モ
>

う
す
塩
表
示
に

安
心
し
な
い
で

虞
人
阿
予
防
の
た
め
、
瓢
塩

に
心
が
け
て
い
る
人
が
増
え
、

「
う
す
塩
」「
塩
分
2
0
%
カ
ッ
ト
」

な
ど
、
う
す
塩
表
示
の
食
品
が

目
に
つ
き
ま
す
。

▽
う
す
塩
表
示
は
本
当
?

衛
生
賦
験
所
で

は
、
区
内
で
市
販

さ
れ
て
い

る
漬
物
3
9

件
、
た
ら
こ
2
4

件
の
塩
分
を
調
べ

て
み
ま
し
た
。
こ

の
結
果
を
ま
と
め

た
の
が
、
下
の
グ

ラ
フ
で

す
。

こ
の

グ
ラ
フ
を

見
る
と

「
甘
塩
」

「
う
す
塩
」
「
塩
分

杤
%
以
下
」
な
ど

と
表
示
さ
れ
て
い

る
「
う
す
塩
表
示

食
嵒

の
塩
分
は
、

表
示
の
な
い
食
品

と
比
べ
て
、
必
ず

し
も
低
塩
で
な
い

こ
と
が
よ
く
わ
か

り
ま
す
。「
う
す
塲

表
示
」
に
安
心
し

て
、
食
べ
す
ぎ
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
塩
辛
く
感
じ
な
け
れ
ぱ
安
心

か
?

あ
て
に
な
ら
な
い
の
は
、「
低

塩
表
示
」
だ
け
で
は
な
く
、「
人

閊
の
百

も
で
す
。
化

学
調
味

科
、
甘
味
、
酢
、
油
な
ど
が
加

わ
っ
て
い
る
と
、
塩
分
が
多
く

て
も
塩
味
を
感
じ
に
く
く
な
る

の
で
。
つ
い
余
針
に
食
べ
て

し

ま
い
か
ち
で
す
。
漬
初
な
ど
味

が
薄
い
か
ら
と
い
っ
て
食
べ
過

ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

八
衛
生
賦
験
所
V

乳
ガ
ン
体
験
者

交

流

会

乳
が
ん
体
験
者
の
方
は
、
手

術
後
、手
の
む
く
み
や
し
び
れ
、

腕
の
動
き
や
服
装
の
こ
と
な
ど

共
通

す
る
心
配
事
が
あ
り

ま

す
。
懇
談
<
&で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

体
験
や
今
の
生
活
の
様
子
を
諮

り
合
い

、
励
ま
し
合
い
ま
し
ょ

う
。リ

(

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
装

具
に
つ
い
て
の
お
鱈
や
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
ま
す

。

日
時
3

月
1
4日
(
木
)
、
午
硬

2
時
～
4
時

場
所

千
僅
保
健
所

対
象

区
内
在
住
の
乳
が
ん

を

体
験
し
た
方

定
員
2
0

人

申
込
方
法

電
話

申
込
・
問
合
せ
先

千
生
保
健

所
保
健
予
防
諜

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

酒
害
相
談

区
で
は

、
お
酒
を
や
め
た
い

か
や
め
ら
れ
ず
に
悩
ん
で
い
る

方
ま
た
は
家
族
を
対
象
に

、
専

門
医

。
保
健
婦
に
よ
る
酒
害
相

談
を
毎
週
―
回
行

っ
て
い
ま

す

。一
人
で
悩
ま
ず

、
同
じ
悩
み

を
持
つ
仲
間
と
一
緒
に
相
談
し

合
い
ま
し
ょ
う

。

問
合
せ
先

各
保
健
所
・
保
健

柑
談
所

あ

だ

ち

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
会
場

に
分
別
品
(
古
新
聞

、
雑
臆
、

ダ
ン
ボ
ー
ル

、
空
カ
ン

、
空

ビ
ン

、
ぽ
ろ

、
牛
乳
パ
ッ
ク

、

龠
な
ど
)

を
お
持
ち
く
だ
さ

い

。
配
念
品
や
ゲ
ー

ム
が
楽
し
め
ま

す
。

ま
た
、
意
外
な
掘
り

出
し
物
が
見
つ
か
る

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
聞
か

れ
ま
す

。

日
時
3
月
1
6
日
(
士
)
、午
　

前
1
0
時
～
午
後
4
時

会
場

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
、

教
育
セ
ン
タ
ー
、
竹
の
塚

6
号
公
園

内
容

▽
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・・・

「
あ
だ
ち
の
リ
サ
イ
ク
ル

に
つ
い
て
考
え
る
」

▽

リ
サ
イ
ク
ル
展
示
・
実
演

コ
ー
ナ
ー
・・
・
再
利
用
賢
源

の
パ
ネ
ル
展
示
、
牛
乳
パ

ッ
ク
に
よ
る
紙
す
き
、
傘

の
修
理
ほ
か

▽
泱
鬯
・

演
劇
コ

ー
ナ
ー

▽
ゴ
ミ

の
中
か
ら
こ
ん
な
も
の
展

・
・・
足
立
柬
・
西
清
掃
事
筋

所
の
S

力
に
よ
り
、
ゴ
ミ

の
中
か
ら
便
用
可
能
な
も

の
を
展
示

。
希
望

の

方
に
無
料
で
さ

し

あ
げ
ま
す

▽

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ツ

卜
・・
・
区
民
1

日
盾
長
の
店

が
Ⅲ
店

問
合
せ
先

中
央
友
町
庁
舎

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課

八
3
8
8
0
)
5
1
9
9

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

東
京
の
同
和
問
題
(
4
)

同
和
地
区
の
新
旧
地
名
等

を
記
載
し
た
図
I

が
発
行
さ

れ
た
こ

と
に
対
し
、
政
府
は

こ
の
事
件
を
基
案
的
人

権
に

か
か
わ
る
重
大
な
問
題
で
あ

る
と
し
て
、
法
秘
省
が
調
査

に
あ
た
る
と
と
も
に
、
各
省

事
務
次
官
連
名
で
都
遭
府
県

知
事
あ
て
に
同
和
問
題

啓
死

の
強
化
、
企
業
に
対
す
る
指

導
を
要
請
し
ま
し
た
。
こ
の

ほ
か
、
経
済
団
体
に
も
そ
の

社
会
的
S

任
を
強
く
要
請
し

て
い
ま
す
。

東
京
で
は
、
各
企
業
に
要

請
一

を
出
す
一
方
、
企
業
指

導
の

強
化
。
同
和
問
題
の

啓

発
を
進
め
ま
し
た
。
ま
た

、

図
一

購
入
企
業
に
は
、
厳
し

い
指
導
、
研
修
か
あ
っ
た
の

は
当
然
で
す
。

残
念
な
こ
と
に
最
近
も
あ

る
企

業
で
、
麗
職
差
別
の

事

件
が
あ
り
ま
し
た
。

こ

う
し
た
差
別
事
件
を
再

び
引
き
起
こ
さ
な
い
よ
う
に

行
政
は
常
に
啓
発
を
行
う
こ

と
が
必
要
で
す
が
、
同
時
に

区
民
の
曽
さ
ん
も
、
差
別
意

歟
に
つ
い
て
心
の
点
検
が
必

要
で
す
。

人
び
と
の
心
に
内
在
す
る

あ
ら
ゆ
る
差
別
観
念
を
取
り

除
く
と
と
も
に
、
社
会
の
仕

組
み
か
ら
差
別
を
消
し
去
る

こ
と
こ
そ
、
民
主
主
鵬
社
会

に
お
け

る
第
一
の
命
題
な
の

で
す
。

C
問
い
合
わ
せ
は

、
本
庁
舎
(

千
僅
)
・
同
和
対
策
担
当
へ
。

N
o
.
4
4
と
特
番
が
完
成

ビ
デ
オ
広
報
ル
ッ
ク
i
nあ
だ
ち

区
政
の
出
采
事
・
身
近
な

皆
さ
ん
の
情
報
を
紹
介
す
る

楽
し
い
ビ
デ
オ
広
覗
「
ル
ッ

ク
'
aあ
だ
ち
」
の
第
4
4号
お

よ

び
特
別
番
組
か
完
成
し
ま

し
た
。
区
の
出
先
機
関
、
金

融
機
関
。
大
型

盾
な
ど
川
カ

所
で

放
映
中
で

す
。
ぜ
ひ

ご

覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
ご
家
庭
で

も
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
た
め
貸
出
し
も

し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

第
4
4
号
の
内
容

「
足
立
施

設
ア
ラ
カ
ル
ト
」

特
別
番
組
の
内
容

「
彫
刻

の
衡

足
立
」

貸
出
窓
口

膺
報
公
聞
課

(
千
佳
・
中
央
冰
町
の
各

庁
舎
内
)

※
地
域
の
桑
し
い
話
岡
・
区

民
に
伝
え
た
い
膺
報
を
広
畷

課
ま
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
K
I
H
H
(

千
住
)

・
広
報
課

「 モ ダ ン と な つ か し

さ の 共 生 」を 探 る
北 千 住CI シ ン ポ ジ ウ ム

北
千
住
の
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
の

た
め
、「
北
千
住

ぜ

ダ
ン
と
な
つ
か
し
さ
の

共
生
'
を
探
る
」
を
テ
ー
マ
に

提
案
と
討
議
を
行
い
ま
す
。

日
時
3

月
1
6日
(
土
)

▽

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・・
'午
餓
2
　

時
～
5

時

▽
パ
ネ
ル
展

示
・・
・
午
後
1
時
I
5

時

会
鳩

産
業
振
興
館
(
無
料
)

基
調
講
演

枝
川
公
一
(

エ

ッ
セ
イ
ス
ト
)

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

▽
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・・・

古
田
隆
彦
氏
(
青
森
大
学

教
授
)

▽
パ
ネ
リ
ス
ト

↓
(

野
順
子
氏
(

デ
ザ
イ

ナ

ー
)
、
稲
次
敏
郎
(
東
京

芸
大
教

授
)
、笹

口
幸
男

(
出
版
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
こ

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千

住
)
　

・
都
市
計
画
課
計
画
調
整

第
二
係

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で

、1
団

体
I
事
業

、3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可

。

役
稿
先
・・・
広
報
課

=
募

集
=

☆
舎
人

健
康
体
摂

毎
週
火

曜
日

、
午
後
7

時
1
8

時
3
0

分
/
舎
人
小
学
校
体
育
館
/

月
額
千
剔
円
/

指
導
貝
つ
き
/

村
松

　
(
3
8
9
7
)
1
6
4
9
(

夜
間
)

Q
三
味
線
サ
ー
ク
ル

日
曜

日
・
午
後
5

時
3
0分
か
ら
・・・

中
央
本
町
セ
ン
タ
ー
、
金
皿

日
・
午
後
7

時
か
ら
・・・
竹
の

襭
セ
ン
タ
ー
(
い
ず
れ
も
月
3

回
)
/

月
額
3
千
沺
円
/

荀
心
者

、
三
昧
繍
無
料
貸
/

宮
坂
S
(
3
8
5
0
)
4

掲示

板

□
リ
サ
イ
ク
ル

作
品
・
ア
イ

ーア
ア
募
集

東
東
都
消
賢

者
セ
ン
タ
ー

東
部
支
所
で
は

、「
暮
ら
し
の

な
か
の
手
づ
く
り
リ
サ
イ
ク

ル
展
」
を
4
月
1

日
1
6

日

に
聞
催
し
ま
す

。

皆
さ
ん
の
リ
サ
イ
ク
ル
作

品
お
よ
び
ア
イ
デ
ア
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す

。

受
付
(
搬
入
)
期
間
3

月
H
　
B

～
2
5日

受
付
・
問
合
せ
先
都
消
賢
　

者
セ
ン
タ
ー
東
部
支
所
　

一
田
区
江
東
橋
4
j
2
6
-
　

(
3
6
3
4
)
9
2
0
5

一

個
人
の
事
業
税
・
事
業
所

税
の
申
告
は
3

月
1
5日
ま
で

問
合
せ
先

足
立
郡

税
事
務

所
(
3
8
8
2
)
2
1
1

□
精
神
障
害
回
復
者
の
共
同

作
業
所
職
員
募
集

申
込
資
格

▽
指
導
員
・・
'教

育
・
心
理
、
福
祉
な
ど
の

4
年
制
大
学
卒
、
ま
た
は

こ

れ
に
準
ず
る
方

▽
指

導
員
楠
助
・
=
学
歴
不
問
、

職
歴
考
慮

※
い
ず
れ
も
6
0
蔵
位
ま
で

、

通
勦
1
時
間
以
内
の
方
。

助
務
先

区
内
作
業
所

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
精

神
障
害
者
家
族
会
(

あ
し

な
み
会
)
・
矢
吹

　
八
3
　
8
5
5
)
6
1
3
5

□
盗
犯
防
止
強
調
週
間
i

月
川
日
～
1
7
日
)

カ
ギ
を
し
た

そ
の
チ
そ

の
目
で

も
う
一
度

A
干
住
・
西
新
井

。

綾
瀬
一

察
署
V

□
都
立
足
立
高
辱
職
業
技
術

専
門
校
生
徒
募
集
(
2

次
)
　

学
科

機
械
科

一

子
工

学
科
、
塗
装
科
な
ど
昼
・

哽
の
1
1
科

選
考
日
3

月
1
5日
(

金
)

申
込
期
阻
3

月
8
日

く
わ
し
く
は
、
足
立
高
等

職
業
技
術
専
門
校

　
(
3
6
0
5
)
6
1
4
6

へ
。

・

法
人
の
事
業
所
で

働
く
人

は
、
す
べ
て

健
康
保
険
と
厚

生
年
金
保
険
の
加
入
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す

加
入
手
続
き

▽
事
業
主
が

行
い
ま
す

▽
申
請
用
紙
は
、
社
会
保

険
事
務
所
に
爾
え
て
あ
り

ま
す

問
合
せ
先

足
立
社
会
保
険

事
務
所

(
3
6
0
4
)
0
1
1
1



1991 年( 平 成3 年) 3 月5 日あ だ ち 広 報第899 号 ( 4)

第44 回

都民体育大会春季

大会足立区予
選会

□
陸
上
競
技
大
会

日
時
4

月
2
1
日
(
日
)
、
午
前

8
時
3
0分
(

予
備
日
4

月
2
8
　

日
)

場
所

平
野
運
動
場

参
加
資
格

区
内
在
住
、在
勤

、

在
学
の
方

参
加
費

一
般
7
0
0円

、
中
学
生

槇
円
、
リ
レ
ー
瞋
円

申
込
方
法

申
し
込
み
先
へ
参

加
費
を
添
え
て
持
参

申
込
期
限
4

月
1
3
日

申
込
・
問
合
せ
先

鈴
木
澄
夫

(
第
十
六
中
学
校
内
)
千
住
旭

町
3
8
-
1

・
‘
(
3
8
8
8
)

□
柔
道
大
会

日
時
4

月
2
1
日

百
)

、
午
前

9
時
3
0分

場
所

東
京
武
道
館

種
目

個
人
戦
(
小
・
中
学
生

学
年
別
紅
白
高
点
試
合
、

段
外

、
女
子

、
有
段
者
は
　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
)

参
加
資
格

小
学
生
以
上
の
　

区
内
在
住
、
在
動
の
方
、

費
用

小
学
生
瓸
円
、
中
学
　

生
以
上
膕
円

申
込
方
法

小
・
中
学
生
は
新

学
年

氏
名

、
身
長
、
体
重
、

有
段
者
は
段
位
を
明
記
の
う

え
費
用
を
添
え
郵
送
ま
た
は

直
接

申
込
期
限
3

月
3
0
日

申
込
・
問
合
せ
先

原
島
久
武

〒
1
2
0千
佳
旭
町
1
0
-
1
3

豐
(
3
8
8
2
)
3
8
3
8

□
軟
式
庭
球
大
会

開
催
日
4

月
7
日
(
日
)
(
予

備
日
4
月
1
4
日
)

場
所

北
千
住
公
園
庭
球
場

、

尾
竹
宿
公
園
庭
球
場

種
目

▽
男
子
・・・
一
般
、成
年
、

壮
年

▽
女
子
・二

般
、主

婦
参
加
資
格

区
内
在
住
、在
動
、

在
学
、
連
盟
加
入
の
方

参
加
費

▽
一
般
I

チ
ー
ム
…

千
5
0
0円

▽
高
校
生
I
チ
ー

ム
・
:千
円

申
込
方
法

住
所
、
氏
名
、
参

加
種
目
、
電
話
番
号
を
明
記

し
、
現
金
を
添
え
郵
送

申
込
期
限
3

月
2
0日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先

区
連
盟
・

鹿
角
正
昭

〒
1
2
0
千
住
柳
町

2
8
1
2
豐
(
3
8
8
8
)

□
ク
レ
ー
射
撃
大
会

日
時
3

月
2
4日
(
日
)
、午
前

9
時
1
午
後
4
時

場
所

栃
木
県
総
合
射
撃
場

参
加
資
格

区
内
在
住
、
在
動

で
、
散
弾
銃
所
持
の
方

競
技
種
目

ト
ラ
ッ
プ
、
ス
キ

ー
ト
の
部
(
各
2
5個
撃
)

費
用
5

千
円

申
込
方
法

会
費
を
添
え
て
当

日
会
場
へ

※
銃
砲
所
持
許
可
証
、
火
薬
類

譲
受
許
可
証
を
必
ず
持
参

問
合
せ
先

区
連
盟
・
吉
田
宏

昔
(
3
8
8
8
)
7
8
3
1

□
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

日
時
3

月
2
4日
(
日
)
、
午
前

9
時
～
午
後
9

時

場
所

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
大
体
育
室

種
目

▽
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス

A
・
B
(

朷
中
級
)
、C
(

壮

年
4
0
歳
以
上
)

▽
一
般
女

子
ダ
ブ
ル
ス
A

・
B
(

朷
中

級
)
、C
(

壮
年
4
0
歳
以
占

参
加
資
格

区
内
在
住
、
在
勤

の
方

参
加
費
1

組
2
千
円

申
込
方
法

住
所

、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号

、
出
場
種
目

を
明
記
の
う
え
参
加
費
を
添

え
申
し
込
み
先
へ
持
参

申
込
期
限
3

月
1
4
日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先

ツ
バ
メ
ヤ

ス
ポ
ー
ツ
店

〒
1
2
0千住
3
　
1
1
9

豐
(
3
8
8
8
)
8

□
ラ
イ
フ
ル
射
撃
大
会

日
時
3

月
1
0日
(
日
)
、午
前

9
時
～
午
後
5
時

場
所
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3 月 の 安 売 り デ ー

プ ラネタリウム
投 映( 3 月～5 月) 宵 の 明 星　 金 星

私た ち の星 地゙球 。の 兄 弟で あ る
金 原。 そ の素 顔は ま だ秘 密の ベ ー ル
に 包 まれ てい ま す。 金 早はど ん な 星
か訪 ね て みまし ょう 。
日時l > 毎月 第1 ・3 ・5 土 曜 日・・。

午後1 畤、2 時30 分、4 時 の3 回
1>毎 週木 曜 日… 午後7 時

※ 3 月21 日と5 月4 日は 休 みで す。
題 名 金 早の 素顔 を 求め て

内 容 余 堋扠に の 話 と、うし かい座 、
お と め座 な ど春 の 星空 の解 説。し
し 座 の 神話な ど

定 員172 人( 各 回先 着順)
費 用c>15a 以 下… 無料 【>】6歳 以

上・・・100円
場 所・ 問合 せ 先 教 育セン タ ー

3850- 88C〕I

ちびっ子つり仲間大集合

少年魚つり大 会
日 時3 月24日( 日) 、午前9 時 正

午( 受 け 付け は午 前8 時15分8　
時45分)

※ 小 雨決 行
場 所 元 淵江 公園 内 つり 場( 保 木間

2- 17- 1 、 竹ノ 塚駅 東 口徒 歩20　
分)

対 象 区 内在 住の 小 学 校3 年生 から
中 学生 の男 女

定 員200 人( 先 着 順)
費 用 無 料( つり 具 、エ サ 、ビ ク等

は 各自 で用 意)

申 込 方 法 電 話 また は当 日 直接 会 場
へ

申 込 ・問 合 せ先 本庁 舎( 千 佳) ・
体 育振 興 係 魚つり 大 会担当

03882 ―1111㈹
練功十八法

講演 と実 技
日時3 月14 ・15日 、午 後1 時　3

時
対象60 歳 以 上の区 民
内 容 高齢 者向 き 健康 体 操 「練 功

十八 法」 の 講演 と 実技
講師 武田 幸 子氏( 日本 女 子大 極

拳ク ラブ 代 表)
定員30 人( 先着 順)
費 用 無料
申 込方 法 直 接窓 口 また は電 話
場 所・申 込 ・ 問合 せ 先 老人 会 館

C3859 ―9732

区民教養講座

秋田藩主　佐竹氏と足立
日時3 月17 日( 日) 、午 後2 時( 1　

時30分 受 付)
場所 中央 本町 セン タ ー
講師 森朋 久氏( 明治 大学 大学 院

博 士 課程)
定員80 人
費 用 無料
申 込 方法 電 話
申 込 ・問 合 せ 先 郷土 博物 館

C3620 ―9393

青 年 セ ン タ ー の 催 し
ユ ー ス ト ー ク セ ミ ナ ー

ア イド ル の 記 事 と の
正 し い つ き あ い 方

～ 中 森 明 菜 の プ ラ イ バ シ ー 裁 判 か
ら 人 権 を 考 え る ～

マ ス コ ミ に は ア イ ド ル 歌 手 の 様 々
な 情 報 が あ ふ れ て い ま す 。 特 に プ ラ
イ ベ ー ト な 情 報 は 人 気 が あ り 、 ス ク
ー プ 合 戦 が 繰 り 広 げ ら れ て い ま す 。

し か し 、 私 た ち は 本 当 に そ れ を 知
る こ と が 許 さ れ る の で し ょ う か 。

「 人 権 」 と い う す べ て の 人 に 認 め
ら れ た 権 利 か ら 、 ア イ ド ル 歌 手 の 記
事 に つ い て 考 え ま す 。
日 時3 月16 日( 二士二)、午 後4 時7　

時
対 象 高 校 生 以 上 の 青 年 男 女
定 員80 人( 先 着 順)
講 師 柴 田 敬 三 氏( 雑 誌 ア ッ プ デ イ

ト 発 行 人)
申 込 方 法 直 接 会 場 へ

雑誌づくりの仲間に
な り ま せ ん か

青年 セン タ ーで は 、青 年の 雑 誌づ
くり をし て い ます 。卒 業 シ ーズン を
迎え 、 新し い メン バ ーを 募集し てい
ま す。 仲間 に 入っ て みた い、 雑 誌を

見て みた い とい う方 は 、ぜ ひお 問 い
合わ せく だ さい 。
日時 編 集会 議 … 3 月12 日 から 毎週

水曜 日 、午 後7 時9 時
対 象 高 校生 、 大学 生、20歳 代 の社

会人
定員 男 女10人( 先 着順)
申 込方 法 電 話

ビ デ オ コ ン サ ー ト
イマジン/ ジョン・レ ノン

日時3 月12 日( 火) 、午 後7 時
定員80 人( 先 着 順)

シ ネ サ ロ ン

「マイ・レ フト・フット 」
障 害を 持つ 天 才 アーチ スト 、 クリ

ステ ィ・ブ ラ ウ ン の半生 。
日 時3 月20日( 水) 、 午後7 時
定 員1 〔X〕人( 整 理券 は3 月5 日から

窓 口で 配布)
※ シネ サロ ン 、ビ デ オコ ンサ ート は
今回 を も って 終了 さ せて いた だき ま
す。

い ず れも
費用 無料
堤所 ・問 合 せ先 青 年セン タ ー

西 新#1- 4- 1703890 ―0061

女 性 総 合 センター の 催 し

女 の フ リ ー ス ペ ー ス
コミッ クがあぶない

子供 達 が気 軽に 手 に する マン ガ 雑
誌 には 、 畦を 商品 化し たり 、性 に 対
し て誤 った 考 えを も たら す 場面 がい
っぱい あり ま す。 こう し た 現 状と そ
の 青景 につ い て、 い っし ょに 考 え て
みませ ん か。
日 時3 月19 日( 火) 、午 後6 時30 分

8 時30分
ゲ スト 船 橋 邦子 氏( 日 本女 性 学会)

フ ォ ー ラ ム

「夫婦 別姓・戸籍・お墓」
=そして見えてくる家族=

法制 化に むけ て 動き だし た 夫 婦別

姓。 それ に よ ってお 菓 や戸 籍は どう
変 わ って いく の でし ょう か 。

多 様 な 生 き 方 を 選 択 し て い る 現
代、 この よう な 側 面から 家 族につ い
て 考 えて み ませ ん か。

男 性の 方も ぜ ひお い でく ださい 。
日 時3 月27日( 水) 、午後6 時30分

8 時30分
ゲ ス ト 井 上 治 代 氏( ル ポ ラ イ タ

ー) 、佐藤 文 明氏( フリ ー ジ ャー ナ
リ スト) 、 福島 瑞穂氏( 弁 護士)

い ず れも
費 用 無料
申 込方 法 電 話 また は直 接窓 口
場 所・申 込 ・ 問 合せ先 女性 総合 セ

ン タ ー113880- 5222

S. T. 255, 000


